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研究成果概要 

パラジウム触媒による分子内 C(sp2)–H 結合アリール化反応をモデル反応として選択
し、種々の  位に 3級アルキル基を有するカルボン酸を配位子として適用した（表 1）。
N,N-ジメチルアセトアミド (DMA) 溶媒中、70 ℃の条件で、 ピバル酸 (1a) の添加で
は反応がほとんど進行しなかった。また、2つのメチル基とかさ高い置換基を 1つ有す
るカルボン酸 (1b) や長鎖のアルキル基を 3つ有するカルボン酸 (1c) を用いた際も、
低収率に留まった。これに対し、ピバル酸のメチル基をすべてシクロヘキシルメチル基

に変更したトリ（シクロヘキシルメチル）酢酸 (1d) は効果的であり、目的物を高収率
で与えた。一方、1dに類似した構造を有するカルボン酸 1eや 1fを用いた場合、収率

は低下した。これらの結果より、カルボン酸 1dが C–H結合活性化反応の触媒活性を向
上させる最適な配位子であることが明らかになった。基質適用範囲を検討したところ、

様々な 1,2-ジエンで目的の反応が進行することが分かった。アセタールを有するアレン
や、塩素官能基を有するアレンに対しては良好な収率で目的物が得られた。 
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